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彩の国いきがい大学伊奈学園 

平成２２年度専科一期校友会総会 
（Ｈ２３．３．３０） 

３月１１日の巨大地震に起因する津波被害、福島原発事故と国家的危機のさなか、さらに東電の計画

停電実施されている中での定期総会開催については、会長はじめとする役員の方々が随分悩み苦しみま

したが、計画停電から外れていることもあって、予定通り、３月３０日（水）埼玉県民活動総合センタ

ーで開催しました。当日は８８名の方々の出席者をいただきました。 
★まずは北氏副会長の司会で総会がはじまり、続いて田中校友会会長の挨拶及び東北関東大震災で亡く

なられた方々に対する黙祷を捧げると共に、被災者への義援金の呼びかけを行いました。議題に入る前

に、「専科の生みの親であり、この三月末日で退職される伊奈学園氏家所長」のご挨拶をいただきまし

た。氏家所長の発案があって専科コースで大勢の仲間に出会えて今日があることに感謝申し上げます。 
★議事に入り、田中校友会会長が２２年度活動報告、平田会計が２２年度決算報告、若林監事が監査報

告、小金澤副会長が２３年度役員選出（案）を行い、それぞれ承認されました。続いて２３年度理事の

紹介が行われました。 
★新しく就任した玉置校友会会長の下で２３年度活動計画（案）、２３年度予算（案）が提案され、そ

れぞれ承認されて全ての議事は終了しました。最後に新任の伊藤副会長の新年度に向けての力強い挨拶

で総会を締めくくりました。 
★総会終了後は､出席者全員で昼食会を催し、久しぶりに会った仲間との旧交を温めました。その間に

田中前会長が東北関東大震災被災者への募金をお願いして回りました。その結果、大勢の皆さんのご協

力により、何と５１，８３２円の義援金が集まりました。これに２３年度予算から支出する一人当たり

２００円のカンパ１１４名分を加えると７万円を越えます。津波被害、原発事故で避難を余儀なくされ

た方々へ専科一期校友会会員の気持ちが少しでもお役に立てればと思っています。昼食後はコースごと

に分かれて話合いが持たれ、次回の再会を約束し午後 1時過ぎに解散しました。 
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